










【別紙資料】会議内容資料 

＜設問①＞ 

あなたの近所（地区）で（高齢者や障害者）が抱えている問題は。 

＜回答＞ 

・本人だけでは運転できず、買い物に行けない。（公共交通機関が少なく） 

・雪が降ると体力がなく、除雪が出来ない。（季節的要因） 

・毎日の食事の準備が出来ない。出来ないことが多くイライラが募る。 

・一人暮らしの世帯が多い。 

・交通機関が少ない。 

・運転したくても出来ない。 

・周囲と関わりを立っている人がいる。 

・普段何をしているのか分からない。 

・△△地区に関しては店がなく、宅配サービスも出来ない。 

（壮年会も無い状態） 

・○○地区に関しては病院もなく、店も２～３件と少ない。 

・高齢者は車の運転が危ない。 

・引きこもりの方もいるなか、空き家が多い。 

・除雪の問題もある。 

・深夜排回する高齢者がいる。 

・一人では買い物に行けない。 

・孤独化（横の繋がりが減ってきている） 

・病気になった時世話してくれる人がいない。 

 

＜設問➁＞ 

その問題に対して「黒部商工会議所青年部」として何が出来ますか。 

＜回答＞ 

・買い物に行きたいときに買い物に連れて行ってあげられる工夫が必要。 

（買い物バスを運行して地域の方々にチラシを配り情報を発信する） 

・除雪隊の運営協力 

・悩み相談（地域の方々と一緒に作業する） 

例：子供達と一緒に触れ合う機会を作る。（駄菓子屋、動物と触れ合う機会） 

  地域のお年寄りが楽しめる場を提供するなど 

・現状を知る事が大事ではないか。（情報の収集） 

・予算があれば何らかの支援は出来るのでは。 

・いろいろな職種があるのでボランテイアでの家屋の点検など出来るのでは。 

・社協さんと協定を結び予算を市からもらって支援してはどうか。 

・まずは、情報や事例を知る事でこれから何が出来るのか考えていくべきでは。 

・除雪や弁当配達は支援できるのでは。 

・空き家のチェックは出来るのでは。 

・人が集まるイベントを考える。 

・意識付け（黒部社会福祉協議会と黒部商工会議所青年が一緒になって考える） 

・聞く機会を設ける。（当事者が何を求めているか） 



  

＜設問①＞ 

支援事業に参加した、感想をお聞かせ下さい。 

＜回答＞ 

＜良かった＞ 

・地域の社会問題を身近に感じる事が出来た。 

・高齢者一人暮らしの問題が多いと思った。 

・高齢者には出来ない仕事が出来た事。 

・自分達の技術が困っている人のために役立てられて良かった。 

・地域の困っている人の声を直に聞けた。 

・プロの会員の技術力に感動した。 

・技術で地域に還元する事は良いことだと思います。 

・現状を知る事が出来、とても喜んでもらえた。 

・喜んでもらえて良かった。 

・人助けが出来て、喜んでもらえた。 

・日頃参加出来ない、地域貢献に関わる事が出来ました。 

・市民の方から感謝の言葉が聞けた事。YEGのあり方を見ることが出来た。 

＜課題があるように思える＞ 

・事業前に現場調査しておけば良かった。 

・作業出来る人が限られるので手待ちがあった。 

・特定の専門技術を持つ方に負担が大きそうだった。 

・思った以上に大変だった。仕事と変わらない。 

＜設問②＞ 

次に支援物資を提供した点について、感想をお聞かせ下さい。 

＜回答＞ 

＜良かった＞ 

・衣類やこたつぶとんを提供したら、大変喜んでもらえた。 

・喜んで頂けたことが良かった。 

・支援を受けられた方が、喜んで頂けたことが良かった。 

・何より支援を受けたご本人が一番喜んでおられた。 

・こたつぶとんが喜んでもらえた。 

＜課題があるように思える＞ 

・支援物資を提供している場面を見ていなかったので良く分かりません。 

・どのような声があったのか、聞きたいです。 

＜設問③＞ 

参加されなかった方々のご意見をお聞かせ下さい。 

＜回答＞ 

・お互いにとってより良いように、継続していければよいと思います。 

・日程が合わず参加出来なかった。次年度参加するにあたって、 

より良い事業になればと思います。 

・日程が合わず参加出来なかった。 


